
ダイジェスト版
No.３４５

２０２５年
１１月４日

　１０月３０日、会社は２０２６年３月期第２四半期を公表し、「①営業利益が計
画を大きく上回って推移した。②通期業績予想を上方修正する。③今期の配当
予想の６２円から、業績予想の上方修正を踏まえ、通期７０円に増配する。」と、大々
的に株主や投資家のみなさんへのメッセージを発信しました。

　会社の現状認識では、「好調な鉄道利用に支えられ増収であったものの、収益
を上回る費用増により営業利益は２０億円の減益となった。通期業績予想は上方
修正したが、費用増を上回る収益増を前提したものであり、定期収入はコロナ前
には及んでいない。」と、定期外収入の確保が大きな経営課題であるとして、慎
重な姿勢を崩しませんでした。
　上方修正につながったのは、現場のグループ社員の果敢な取り組みがあったこ
その結果であり、会社は年末手当でしっかり応えるべきです。

・営業利益　…………………………………
・営業収益　…………………………………
・経常利益　…………………………………
・親会社株主に帰属する当期純利益　……

３兆０,５８０億円　《+350億円》
　　４,０５０億円　《+180億円》
　　３,４１０億円　《+180億円》
　　２,３７０億円　《+100億円》

 ＪＲ東日本の新たな通期業績予想 ……《旧業績予想との差異》


